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第 5 章では、ダブルノズ、ルガ、スパフターゲットを用いたときの X 線放射特性について述べた。波長 10・ 15 nm の領
域において、キセノンガスを用いたときの X 線は、固体のスズを用いたときの X 線とほぼ同程度の強度であった。波
長 2・3nm の領域において、窒素ガスを用いたときの X 線は、固体の炭素を用いたときの X 線とほぼ同程度で、あった。
アルゴンを用いたとき 0.4 nm の波長域でヘリウム様の強い線スベクトルを確認した。
第 6 章では、ピコ秒レーザーを用いた波長 1 ・511m における X 線放射特性について報告した。タやブルノズ、ルガ、スパ
フターゲットの窒素、酸素を用いたとき水素様までイオン化が進んでいることを確認した。
第 7 章では、ダフルノズルガ、スパフターゲットを用いて得られた X 線を X 線顕微鏡および LIGA プロセスの露光
用光源として応用実験に用いた結果について述べた。 X 線顕微鏡については、水中生体試料を分解能、数 10nm で撮






















その結果、波長が 5nm から 20nm の領域で、ダブルノズルでのX線放射強度がシングルノズルの場合に比べ 2
"-'10 倍高くなることが明らかにされている。
(3) 波長が 5nm よりも短い領域でも窒素の波長 2.48 nm の He 様の線スペクトルの輝度は、炭素の国体ターゲッ





としてヌクレオソームを用いて 1 回露光での撮像に成功し分解能 10~30 nm を実現している。
(6) 上記の結果、ヌクレオソームの構造を明らかにするとともに、ヌクレオソームが細胞分裂期に生物種に特有な
形態をとることなどの観測に成功している。
(7) レーザープラズ、マ X線源を LIGA プロセス露光実験に用いることで、線幅 9μm で深さ 500nm の加工が可能
であることを確認している。
以上のように本論文はレーザープラズマX線源につき、ナノ秒の高出力レーザーパルスと夕、、ブザルノズルガスパフタ
ーゲットを用いた装置が有効であることを実験及びその解析で明らかにするとともに、具体的な応用例についても実
験によりレーザープラズ、マX線の有用性を明らかにしたもので、高出力レーザー科学やレーザープラズマ科学に寄与
するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
円
i
? ?
